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○ 我が国では，循環型社会の形成を推進するため，循環型社会形成推進基本法を基本的な枠組み法と

した以下のような法体系が整備されています。 
 

我が国における循環型社会形成推進のための法体系 

出典：経済産業省資料を基に一部加筆 

資料－ 1

循 環 型 社 会 の 形 成 の 推 進 の た め の 法 体 系

環境基本法

環境基本計画

循環
自然循環

社会の物質循環

○基本原則　○国、地方公共団体、事業者、国民の責務　○国の施策

循環型社会形成推進基本計画　：　国の他の計画の基本

循環型社会形成推進基本法(基本的枠組み法)
　社会の物質循環の確保
　天然資源の消費の抑制
　環境負荷の低減

＜　廃棄物の適正処理　＞ ＜　リサイクルの推進　＞

一般的な仕組みの確立

改正廃棄物処理法 資源有効利用促進法

①廃棄物の発生抑制
②廃棄物の適正処理
③廃棄物処理施設の設置規制
④廃棄物処理業者に対する規制
⑤廃棄物処理基準の設定　　等

拡充強化 拡充整備

 発生抑制対策の強化
 不適正処理対策
 公共関与による施設整備等

①再生資源のリサイクル
②リサイクルの容易な構造・材質等の工夫
③分別回収のための表示
④副産物の有効利用の促進
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法

工事の受注者が
・建築物の分別
　解体
・建設廃材等の
　再資源化

・消費者がリサイ
　クル費用を負担
・廃家電を小売店
　が消費者より引
　取
・製造業者等によ
　る再商品化

・容器包装の市町
　村による収集
・容器包装の製造・
　利用業者による
　再資源化

食品の製造・加
工・販売業者が
食品廃棄物の
再資源化

国などが、再生品な
どの環境物品の調
達を率先的に推進

木材、コンクリート、
アスファルト

(食品残渣)

(例：再生紙、コピー機)

エアコン、冷蔵庫、
テレビ、洗濯機

缶、ビン、ＰＥＴボト
ル、紙製・プラスチッ

ク製容器包装等

個別物品の特性に応じた規制 需要面からの支援

・平成12年制定
・平成13年完全施行

・平成12年制定(改正)
・平成13年施行

・平成 7年
　制定

・平成12年
　完全施行

・平成10年
　制定

・平成13年
　完全施行

・平成12年
　制定

・平成14年
　施行

・平成12年
　制定

・平成13年
　施行

・平成12年
　制定

・平成13年
　完全施行

(平成12年制定・施行)

自

動

車

リ
サ
イ
ク

ル
法

・所有者がリサイク
ル費用を負担
・引取業者による使
用済自動車の引取
・製造業者等による
ﾌﾛﾝ類、ｴｱﾊﾞｯｸﾞ、ｼ
ｭﾚｯﾀﾞｰﾀﾞｽﾄの引
取、リサイクル(破
壊)

・平成14年
　制定予定

・平成16年末
　完全施行予定

(自動車)



 

 

 
 
 
 
 
京都市におけるごみ処理フロー及び平成 13 年度のごみ処理実績は下記のとおりです。 
家庭からの缶・びん・ペットボトル，小型金属類，その他プラスチック製容器包装（モデル収集），

乾電池及び紙パックについて再資源化を行い，破砕機にかけられるごみからは鉄分を回収しています。 
そのうえで排出されるごみについては，焼却又は直接埋立により適正に処理しています。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 京都市におけるごみ処理フロー（平成 13 年度） 

京都市におけるごみ処理フロー 

資料－ 2

潜在

家庭系

ごみ

 　 容器包装

　厨 芥

 古 紙

繊 維

ﾌﾟﾗｽﾁｯｸ

粗大ごみ
(使用済み
製品等)

定期収集ごみ
297,535ｔ

資源収集ごみ

17,004ｔ

その他ごみ
3,640ｔ

大型ごみ
6,248ｔ

集団回収

民間回収

使用済み製品等の
逆流通ルート回収

・家電４品目

 (家電リサイクル法)

資源回収
14,785ｔ

業者収集ごみ
268,802ｔ

破　砕

98,090ｔ

焼　却
728,938ｔ

リサイクル量
17,371ｔ

潜在

事業系

ご み

古 紙

厨 芥

プ ラ

市 収 集
324,427ｔ

総排出量
780,612ｔ

可燃ごみ
731,524ｔ

不燃ごみ
34,303ｔ

最終処分
155,644ｔ

持込ごみ

187,383ｔ

民間回収

・リサイクル

(37,653円/t)

(22,162円/t)

(28,711円/t)

(12,162円/t)

(44,440円/t)

鉄分回収
2,586ｔ

破砕後

焼 却
95,504ｔ

焼却灰　121,341ｔ
(残灰率16.6%)

再資源化
業者

数量は平成13年度実績
ごみ処理原価は平成11年度実績



 

 

 
 
 
平成27年度におけるごみ量の見込み 

古紙類： 古紙類： 缶・びん・ペット：

使い捨て商品削減： その他（店頭回収等）： その他プラ：

手付かず食品： 厨芥類※3：

その他厨芥類： その他※4：

その他：

合計 合計 合計 合計

家電４品目， 鉄分回収：

　　　パソコン等：

合計 合計 合計 合計

期限切れ食品: 缶・びん・ペット：

その他厨芥類： 古紙類：

缶・びん・ペット： 秘密書類：

段ボール： その他紙類(OA紙等）：

その他紙類： 厨芥類：

合計 合計 合計 合計

紙類： 紙類： 廃木材(一廃のみ)： 鉄分回収：

家電４品目， 廃木材(一廃除く)： 剪定枝：

　　　パソコン等： がれき等：

その他（石膏ボード等）

合計 合計 合計 合計

処 理 処 分 量

574,400

（ う ち 焼 却 量 ）

市による再資源化量 568,100

36,900 （ う ち 直 接 埋 立 量 ）

(焼却灰溶融スラグ資源化量）※5 6,300

35,000 焼 却 残 灰 発 生 量

市による再資源化量合計 94,600

71,900
焼却灰溶融後埋立量

42,800

埋 立 処 分 量 合 計

49,100

※1　再生利用量①：30ページ参照

※2　再生利用量②：30ページ参照

※3　定期厨芥類再生利用量：混合収集したものを機械選別した後バイオガス化施設に投入される厨芥量から，発酵残渣の量を差し引いた量。発酵残渣は投入量の１／２

　　（投入量は，日量60ｔ×300日を目安に設定）

※4　その他：紙パック，乾電池，小型金属

※5　焼却灰溶融スラグ資源化量：スラグ・メタル発生量の1/2及び前処理除去される資源化粗物の1／2

市 に よ る 処 理 処 分 量

市 民 ・ 事 業 者 に よ る 再 生 利 用 市 に よ る 再 生 利 用

再生利用量②※2

再　　　　生　　　　利　　　　用　　　　量

再生利用量①※1

4,700

定

期

収

集

等

367,600 255,600320,900

4,800
大

型
7,800

5,600

9,100

196,600 95,900183,900

293,900

12,700

3,700

9,000

52,900

18,200

3,600

124,200803,500 68,000

218,200

75,700

6,600

39,100

400

4,400

25,200

発生抑制後

排出量

（総排出量）

合

計

918,800 115,300

業

者

収

集

346,800

潜在発生量

発生抑制量

（発生抑制，再使用，

メーカーによる自主回収）

市

民

持

込

0

68,000

3,600

21,000

7,400

46,700

15,100

3,500

12,500

3,000

6,400

21,200

36,200

4,200

2,500

29,900

0

3,000

0

0

6,500

18,600

13,800

11,800

8,800

1,000

35,400

1,400

100

27,400

100

0

1,40012,100
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○ 「資源生産性」の算定に用いた考え方を適用し，京都市におけるものの流れ（物質循環フロー）を

推計した結果（平成 12 年度）は下記のとおりです。 
 
○ 域内への流入量は，輸入・移入，域内採取，循環資源利用等を合わせて 15.2 百万ｔで，域外への流

出量は，輸出・移出が 10.3 百万ｔ，廃棄物の発生に伴う流出が 3.7 百万ｔ，化石燃料の燃焼による

大気への放出が 2.0 百万ｔで合わせて合計 16.0 百万ｔです。また，建造物や耐久財として域内に蓄

積される量は 2.0 百万ｔと推計されます。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 京都市における物質循環フロー（平成 12 年度推計） 
 
注）CO2排出量は「京都市地球温暖化対策地域推進計画」に基づくデータを利用。 
  産業廃棄物等の発生量は平成 13 年度データを利用。 
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京都市における物質循環フロー

運 輸

流 通

農林水産品
鉱産品
金属機械工業品
化学工業品
軽工業品
雑工業品
その他

移入　14.8

移出　10.3

輸入　0.0
燃焼
　2.0

ＣＯ２排出

輸出　0.0

最終消費
1.0

一般廃棄物　　0.8
産業廃棄物等　2.9

ストックから
の廃棄物域内採取　0.1

循環資源利用
0.3

再生利用　0.8

ＣＯ
２
・水分他　2.3

市内処分　0.4
域外処分　0.2

単位：百万ｔ

ストック　2.0

　耐久財　0.1
　建築物　1.9
　道路　　0.0

1.3
2.8
3.0
3.8
2.7
1.0
0.2

農林水産品
鉱産品
金属機械工業品
化学工業品
軽工業品
雑工業品
その他

1.0
2.2
1.6
1.3
3.4
0.7
0.1



 

 

市民アンケート調査結果の概要 
 

市民2,000人を対象に実施したアンケート調査（平成１５年７月）結果の概要を以下に示す。 

 

 

ごみ問題やリサイクルの取組への関心と具体的な行動の実行 

 
 市民のごみ問題やリサイクルの取組への関心は約94％と非常に高いが，具体的な行動を実行している

との回答は約87％で，意識ほど高くなかった。 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
                N=717                      N=717 

《ごみ問題やリサイクルの取組への関心》 《ごみ減量やリサイクルのための具体的な行動》 
 

 
 

日常的に実行している発生抑制とリユース（再使用）行動 

 
発生抑制とリユース（再使用）行動として７割以上の実行率（「いつも実行している」と「十分とは

言えないが実行している」を合わせた回答率）であったものは 

■「洗剤などは詰め替え容器を使用した商品を買う」（85.2％） 

■「すぐに流行遅れとなったり，飽きたりしそうな物は買わない」（80.4％） 

■「食品の買いすぎ，食事の作りすぎをせず，残った食材は使い切る」（75.5％） 

■「電気製品や家具等は購入する時に，長く使えそうなものや修理体制を優先して選ぶ」（71.5％） 

 

 

日常的に実行しているリサイクル（再生利用）行動 

 
リサイクル（再生利用）行動として７割以上の実行率（「いつも実行している」と「十分とは言えな

いが実行している」を合わせた回答率）であったものは 

■「缶・びん・ペットボトル，小型金属類等をきちんと分別して，決められたごみの日に出す」

(88.8％) 

■「古紙や古布を集団回収やちり紙交換に出す」（82.3％） 

■「分別収集や店頭・拠点回収に出すびん等の容器は中を洗う」（74.4％） 

30.3

63.5

4.9

0.6

0.7

非常に関心がある

ある程度関心がある

あまり関心はない

全く関心はない

無回答

19.7

66.9

10.7

1.5

0.7

0.5

いつも実行している

十分とは言えないが
実行している

あまり実行していない

まったく実行していない

分からない

無回答

市民アンケート調査結果の概要 
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0 20 40 60 80 100

利用したい（している）
取組がある

家電製品､家具､おもちゃ､
自転車等の修理センター

牛乳・ｼﾞｭｰｽ・酒・醤油等のﾘﾀｰﾅﾌﾞﾙ容器

まだ使える大型ごみの修理や
中古品展示プラザ

生鮮野菜、惣菜の量り売りシステム

生ごみから作った有機堆肥を利用して
農家が生産した京野菜

飲食店での食事内容の事前相談システム

町家､きもの等の伝統的な物の
再生・修理職人の紹介センター
お酒､ﾜｲﾝ､ﾐﾈﾗﾙｳｫｰﾀｰ等の

量り売りシステム
学生等短期居住者に対する
中古品情報提供システム
地域や団地における

自転車の共同利用システム

その他

41.7

12.1

20.6

4.2

10.3

3.8

7.3

3.2

1.4

1.7

1.3

83.3

49.8

40.2

36.1

34.3

28.2

20.9

19.1

16.6

13.5

12.7

0.4

利用している取組 利用してみたい取組

(%)

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
《日常的に実行している発生抑制と            《日常的に実行しているリサイクル 

リユース（再使用）行動》                   （再生利用）行動》 
  
 

 

利用している（又は利用してみたい）発生抑制とリユース（再使用）の取組 

 
 

「現在利用している取組がある」約42％，

「今後利用してみたい」取組があるとの回

答は約83％であった。 

今後利用してみたい（「現在利用してい

る」を含んでいる）取組として高い回答を

示す。 

■「家電製品，家具，おもちゃ， 

 自転車等の修理センター」 

（49.8％） 

■「牛乳・ジュース・酒・醤油等 

のリターナブル（再使用可能な） 

容器」（40.2％）           

                             

 

 

                           《発生抑制とリユースの取組》 

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0 100.0

缶・びん・ﾍﾟｯﾄﾎﾞﾄﾙ、小型金属類等を
きちんと分別して決められた日に出す

古紙や古布を集団回収や
ちり紙交換に出す

分別収集や店頭・拠点回収に出す
びん等の容器は中を洗う

牛乳ﾊﾟｯｸ、食品トレー等を店頭回収や
拠点回収に出す

再生原料で作られたリサイクル
製品を購入する

ﾌﾟﾗｽﾁｯｸ製容器包装をきちんと
分別して出す（ﾓﾃﾞﾙ地区）

使用済みのボタン型電池は
販売店へ返却する

廃食用油（使用済み天ぷら油）を
地域の回収拠点に持参する

生ごみを堆肥化している

70.4

65.7

50.1

34.2

6.6

20.6

18.4

9.1

3.1

18.4

16.6

24.3

18.7

38.1

13.2

14.5

9.5

4.6

いつも実行している 十分とは言えないが
実行している

あまり実行していない

まったく実行していない

分からない

無回答

(%)

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0 100.0

洗剤等詰め替え容器を
使用した商品を買う

すぐに流行遅れとなったり、
飽きたりしそうな物は買わない

食品の買いすぎ、食事の作りすぎを
せず、また、残った食材は使い切る

電気製品や家具等の購入選択時に、
長持ちかどうか修理体制を優先して選ぶ

古着は雑巾にするなど、使えなくなった
物は他の用途で利用する

電気製品や家具等が壊れたら、
最初に修理することを考える

使い捨て商品を買わない

日用雑貨で包装を断ったり、テープや
帯包装等簡素な包装を依頼する

不要なものは、知人に譲ったり、
バザーに出す

野菜や果物は、ばら売り・皿売り
等包装の少ない物を選ぶ

トレイ等の不要な包装は
お店に置いてくる

買い物袋を持参し、レジ袋を
もらわない

不要な物は、フリーマーケットに出したり、
リサイクルショップに売る

ビール等はリターナブルびん
（再使用可能なびん）を選ぶ

電池は充電式のものを使用する

不要なダイレクトメールの
受取りを拒否する

野菜や果物は、量り売りを
利用する

たまに使う物はレンタルを活用する

必要な物の購入のためリサイクルショップや
フリーマーケットを利用する

お酒、ワイン、ミネラルウオーター
等量り売りを利用する

47.0

35.4

25.8

30.4

25.9

24.3

12.7

16.2

14.6

13.0

16.9

14.5

7.8

15.9

7.8

11.0

6.7

7.1

2.6

1.4

38.2

45.0

49.7

41.1

43.4

41.0

46.7

41.0

37.8

29.0

22.7

24.7

21.3

11.9

19.2

15.2

15.2

13.5

13.0

2.8

いつも実行している

十分とは言えないが
実行している

あまり実行していない

まったく実行していない

分からない

無回答

(%)

注）「利用してみたい」には「利用している」を含んでいる。 
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市内の一般事業所及び商店街に対して実施したアンケート調査（平成１５年７月）結果の概要を以下

に示す。 

   

環境やごみ減量への取組状況 

 

環境方針や責任者の設置状況，ごみ減量対策の取組状況は下表に示すとおりである。 

《環境やごみ減量への取組状況》 

 
 30人未満

30人以上
300人未満

300人
以上

30人未満
30人
以上

100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0%

1041 306 640 83 246 225 6

19.8% 11.8% 19.8% 48.2% 1.6% 1.8% -

22.4% 22.9% 22.5% 20.5% 10.2% 9.3% 11.1%

54.7% 61.1% 54.8% 30.1% 83.7% 85.8% 77.8%

3.2% 4.2% 2.8% 1.2% 4.5% 3.1% 11.1%

17.2% 13.1% 17.5% 27.7% 6.1% 6.7% -

34.8% 27.5% 36.6% 49.4% 5.7% 4.4% 22.2%

47.3% 58.8% 45.2% 21.7% 85.0% 86.7% 77.8%

0.8% 0.7% 0.8% 1.2% 3.3% 2.2% -

26.1% 24.2% 25.2% 42.2% 20.3% 20.9% 22.2%

35.8% 30.1% 37.8% 39.8% 27.2% 26.2% 44.4%

37.4% 45.1% 36.4% 16.9% 48.8% 50.2% 33.3%

0.7% 0.7% 0.6% 1.2% 3.7% 2.7% -

61.0% 54.6% 62.2% 74.7% 37.8% 38.7% 22.2%

27.2% 30.7% 26.6% 21.7% 25.6% 25.8% 33.3%

11.0% 13.7% 10.6% 2.4% 32.5% 32.9% 44.4%

0.8% 1.0% 0.6% 1.2% 4.1% 2.7% -

100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0%

918 261 568 80 156 145 5
１．一般古紙（ダンボール、新聞紙、雑誌
等）

74.9% 70.5% 75.4% 85.0% 71.8% 46.2% 80.0%

２．色白紙（ＯＡ用紙・連続用紙等） 29.2% 21.5% 29.6% 50.0% 2.6% 2.1% -

３．機密書類 20.3% 11.9% 21.0% 41.3% 1.3% 0.7% -

４．びん 55.4% 47.9% 57.0% 66.3% 64.1% 62.1% 100.0%

５．缶 63.8% 57.5% 65.8% 67.5% 61.5% 60.0% 100.0%

６．ペットボトル 54.2% 46.4% 56.0% 65.0% 56.4% 57.2% 60.0%

７．食品残渣 14.8% 13.8% 12.9% 28.8% 14.1% 11.7% 60.0%

８．その他 10.0% 8.0% 10.0% 16.3% 5.8% 6.2% -

９．無回答 14.5% 19.2% 13.6% 7.5% 5.8% 6.2% -

(④で資源ごみを分別していると回答した
事業所数)

一般事業所 商店街

全  体
（％）

従業員数規模
全  体
（％）

従業員数規模

（回答事業所数）

①　環境に対する
　　　方針

②　ごみ減量に取り
　　　組む社内責任者

③　事業所から排出
　　　されるごみ量の
　　　把握状況

④　排出ごみの資源
　　　ごみとその他の
　　　ごみの分別状況

１．ＩＳＯ１４００１やＫＥＳの認証を取得して
いる

２．独自の環境方針を持っている

４．無回答

３．把握していない

⑤　分別している
　　　資源ごみ
　　（複数回答）

１．分別排出場所を決め社員が分別している

２．清掃委託会社が分別している

３．分別していない

４．無回答

３．定めていない

４．無回答

１．重量の計量や袋数を数えて把握している

２．ごみ収集業者（許可業者）に聞くなどして把
握している

３．定めていない

４．無回答

１．専任の責任者を定めている

２．総務等兼任だが定めている

100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0%

918 261 568 80 156 145 5
１．リサイクルルートの現場を直接確認して
いる

8.6% 5.7% 7.2% 26.3% 6.9% 7.6% -

２．回収業者に回収後の処理方法を聞いてい
る

35.9% 26.8% 38.0% 50.0% 17.1% 14.7% 55.6%

３．確認していない 49.6% 61.7% 48.1% 22.5% 70.3% 73.3% 44.4%

４．無回答 5.9% 5.7% 6.7% 1.3% 5.7% 4.4% -

10.7% 7.2% 10.8% 24.1% 0.8% 0.9% -

54.9% 52.9% 55.0% 61.4% 36.2% 35.1% 55.6%

33.0% 38.2% 32.8% 13.3% 58.1% 60.4% 44.4%

1.4% 1.6% 1.4% 1.2% 4.9% 3.6% -

10.6% 7.2% 10.2% 26.5% 0.4% 0.4% -

54.5% 48.7% 56.4% 59.0% 24.0% 23.1% 55.6%

33.7% 42.5% 32.5% 12.0% 68.7% 71.6% 44.4%

1.2% 1.6% 0.9% 2.4% 6.9% 4.9% -

9.5% 3.9% 9.4% 28.9% 1.2% 1.3% -

7.9% 6.5% 8.6% 8.4% 2.4% 2.7% -

81.7% 88.2% 81.4% 61.4% 90.7% 92.0% 88.9%

0.9% 1.3% 0.6% 1.2% 5.7% 4.0% 11.1%

7.4% 3.6% 6.9% 25.3% 0.8% 0.4% 11.1%

8.5% 4.6% 10.0% 10.8% 2.4% 2.7% -

82.7% 89.9% 81.9% 62.7% 91.1% 92.9% 77.8%

1.4% 2.0% 1.3% 1.2% 5.7% 4.0% 11.1%４．無回答

４．無回答

１．実施している

２．今後、実施予定である

３．実施していない

４．無回答

１．作成し公表している

２．作成しているが公表していない

３．作成していない

４．無回答

１．グリーン商品等の基準を設けて実行している

２．特に基準はないが、環境負荷の少ない商品を
選んでいる

３．何もしていない

１．年に数回定期的に実施している

２．必要に応じて環境に配慮した行動を呼びかけ
ている

３．何もしていない

⑦　地球温暖化対策
　　　等環境に配慮し
　　　た行動の社員へ
　　　の研修状況

⑧　グリーン購入に
　　　対する社内基準
　　　の状況

⑨　環境報告書の
　　　作成状況

⑩　環境会計の実施
　　　状況

⑥　分別した資源ご
　　　みのリサイクル
　　　ルートの確認
　　　状況

(④で資源ごみを分別していると回答した
事業所数)

事業所アンケート調査結果の概要 
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0 5 10 15 20 25 30 35 40

4.5

6.1

5.3

4.1

22.8

6.1

36.2

12.2

4.9

9.3

2.0

9.8

3.3

5.7

2.0

4.9

6.9

1.2

4.9

既に取り組んでいる事業

今後取り組む可能性の事業

(%)
0 5 10 15 20

今後取り組む可能性のある事業
（既に取り組んでいる事業を含む）

旬の野菜、地場野菜等による食の提供、アメニティー
グッズの削減等，環境にやさしい京のおもてなし

生ごみから作った有機堆肥を利用して
農家が生産した京野菜

牛乳・ｼﾞｭｰｽ・酒・醤油等のﾘﾀｰﾅﾌﾞﾙ容器

町家､きもの等の伝統的な物の
再生・修理職人の紹介センター

飲食店での食事内容の事前相談システム

まだ使える大型ごみの修理や
中古品展示プラザ

お酒､ﾜｲﾝ､ﾐﾈﾗﾙｳｫｰﾀｰ等の
量り売りシステム

学生等短期居住者に対する
中古品情報提供システム
家電製品､家具､おもちゃ､
自転車等の修理センター

生鮮野菜、惣菜の量り売りシステム

地域や団地における
自転車の共同利用システム

その他

7.2

2.1

14.0

3.8

2.7

2.5

2.1

2.1

1.6

1.3

1.2

1.2

0.9

0.5

1.4

既に取り組んでいる事業

今後取り組む
可能性の事業

ごみ減量対策の実施状況 

 

事業所形態別のごみ減量対策の実施状況は下表に示すとおりである。 

《ごみ減量対策の実施状況》 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

環境に配慮した発生抑制，リユースに関する新事業の可能性 

 

 発生抑制，リユースに関する事業について，今後取り組む可能性のある事業（既に取り組んでいる事

業を含む）は下図に示すとおりである。 

《発生抑制，リユースに関する事業について，今後の取組の可能性》 

              【一般事業所】      【商店街】 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

全体事業所数 29 100.0 全体事業所数 25 100.0 全体事業所数 70 100.0 全体事業所数 38 100.0 全体事業所数 879 100.0

①している 48.3 ① 40.0 ① 4.3 ① 28.9 ① 26.2

②ある程度している 48.3 ② 32.0 ② 18.6 ② 47.4 ② 40.4

③していない 3.4 ③ 16.0 ③ 10.0 ③ 23.7 ③ 10.1

④無回答      - ④ 12.0 ④ 67.1 ④     - ④ 23.3

①している 17.2 ① 8.0 ① 10.0 ① 21.1 ① 52.6

②ある程度している 13.8 ② 12.0 ② 18.6 ② 28.9 ② 20.8

③していない 65.5 ③ 68.0 ③ 4.3 ③ 50.0 ③ 5.0

④無回答 3.4 ④ 12.0 ④ 67.1 ④     - ④ 21.6

①している 82.8 ① 32.0 ① 17.1 ① 26.3 ① 16.6

②ある程度している 17.2 ② 28.0 ② 10.0 ② 63.2 ② 48.4

③していない      - ③ 24.0 ③ 5.7 ③ 10.5 ③ 13.3

④無回答      - ④ 16.0 ④ 67.1 ④     - ④ 21.7

①している 82.8 ① 40.0 ① 8.6 ① 2.6 ① 54.6

②ある程度している 17.2 ② 36.0 ② 8.6 ② 23.7 ② 13.9

③していない      - ③ 12.0 ③ 14.3 ③ 73.7 ③ 8.6

④無回答      - ④ 12.0 ④ 68.6 ④     - ④ 22.9

①している 69.0 ① 48.0 ① 7.1 ① 68.4 ① 38.3

②ある程度している 17.2 ② 24.0 ② 4.3 ② 31.6 ② 35.4

③していない 13.8 ③ 12.0 ③ 17.1 ③     - ③ 4.2

④無回答      - ④ 16.0 ④ 71.4 ④     - ④ 22.1

①している 27.6 ① 32.0 ① 14.3 ① 55.3 ① 50.1

②ある程度している 37.9 ② 32.0 ② 7.1 ② 31.6 ② 18.8

③していない 34.5 ③ 20.0 ③ 10.0 ③ 13.2 ③ 9.4

④無回答      - ④ 16.0 ④ 68.6 ④     - ④ 21.7

①している 48.3 ① 20.0 ① 22.6 ① 28.9 ① 32.9

②ある程度している 20.7 ② 20.0 ② 8.6 ② 36.8 ② 18.1

③していない 27.6 ③ 48.0 ③ 1.4 ③ 34.2 ③ 26.3

④無回答 3.4 ④ 12.0 ④ 67.1 ④     - ④ 22.8

①している 65.5 ① 8.0 ① 7.1 ① 31.6 ① 35.0

②ある程度している 17.2 ② 20.0 ② 11.4 ② 34.2 ② 31.6

③していない 13.8 ③ 56.0 ③ 14.3 ③ 34.2 ③ 11.1

④無回答 3.4 ④ 16.0 ④ 67.1 ④     - ④ 22.2

①している 41.4 ① 24.0 ① 2.9 ① 5.3 ① 20.9

②ある程度している 41.4 ② 24.0 ② 18.6 ② 26.3 ② 11.1

③していない 17.2 ③ 40.0 ③ 10.0 ③ 68.4 ③ 34.9

④無回答      - ④ 12.0 ④ 68.6 ④     - ④ 33.0

①している 3.4 ① 24.0 ① 5.7 ① 36.8 ① 10.1

②ある程度している 6.9 ② 44.0 ② 14.3 ② 55.3 ② 10.9

③していない 89.7 ③ 20.0 ③ 11.4 ③ 7.9 ③ 39.4

④無回答      - ④ 12.0 ④ 68.6 ④     - ④ 39.6

①している 24.1 ① 44.0 ① 15.7 ① 7.9 ① 39.9

②ある程度している 17.2 ② 12.0 ② 14.3 ② 21.1 ② 4.3

③していない 55.2 ③ 28.0 ③ 2.9 ③ 71.1 ③ 23.9

④無回答 3.4 ④ 16.0 ④ 67.1 ④     - ④ 31.9

サ．レシート等の
再生紙使用状況

サ．レシート等の
再生紙使用状況

コ．調理くず等の
堆肥化等リサイク
ルの実施状況

日用品等物品販売店 ホテル・旅館 その他の事業所形態

ケ．使い捨て食器
の使用削減状況

コ．食べ残し削減
メニューの工夫状
況

サ．自動販売機の
空き容器の自販機
会社への回収要請
状況

ケ．再生品の積極
的な販売状況

コ．包装への再生
紙使用状況

サ．余分なチラシ
の削減状況

コ．調理くず等の
水切りの実施状況

サ．調理くず等の
堆肥化等リサイク
ルの実施状況

ア．ペーパーレス
化の取組状況

イ．ＯＡ用紙の裏
面使用状況

ウ．コピーの両面
コピーの実施状況

エ．コピートナー
のリサイクル化の
状況

オ．事務用品の修
理使用状況

カ．お茶等のマイ
カップ使用状況

キ．社員等の身近
なところへの古紙
回収箱の設置状況

ク．再生コピー
紙、再生筆記用具
等の使用状況

ウ．食べ残し削減
メニューの工夫状
況

エ．生ごみ堆肥で
育てた野菜の利用
状況

ク．砂糖壺の使用
状況

ケ．土産物包装の
再生紙使用状況

オ．使い捨て食器
の使用削減状況

カ．布ふきんの使
用状況

キ．食材仕入れ時
の通い箱化の状況

コ．余分なチラシ
の削減状況

オ．再使用のため
のハンガー等の規
格品かの状況

カ．電池等の回収
状況

キ．商品の修理の
相談受付状況

ク．省エネ、再生
原料使用商品等の
ＰＲ実施状況

オ．売れ残り食品
の削減取組状況

カ．食料品仕入れ
時の通い箱化の状
況

ウ．レジ袋削減の
取組状況

エ．簡易包装への
取組状況

ア．レジ袋削減の
取組状況

イ．簡素化包装の
取組状況

ウ．商品仕入れの
通い箱化の使用状
況

エ．詰め替え式容
器入り商品、再生
品の積極的販売状
況

キ．詰め替え容器
入り商品、再生品
の積極的販売状況

ク．売れ残り食品
等の堆肥化実施状
況

ケ．店頭回収の実
施状況

キ．砂糖壺の使用
状況

ク．食べ残し持ち
帰り容器の準備状
況

ケ．調理くず等の
水切りの実施状況

ウ．来客数を予測
した食材仕入れ状
況

エ．使い捨て食器
の使用削減状況

オ．布ふきんの使
用状況

カ．食材仕入れ時
の通い箱化の状況

飲食店・ﾚｽﾄﾗﾝ

ア．食べ残し削減
メニューの工夫状
況

イ．生ごみ堆肥で
育てた野菜の利用
状況

一般事業所

ア．ばら売り・量
り売りの導入状況

イ．生ごみ堆肥で
栽培した野菜の販
売状況

ア．アメニティー
グッズの簡素化等
の実施状況

イ．連泊客へのタ
オル交換の抑制状
況

食料品小売店、
ｽｰﾊﾟｰ、百貨店

全体事業所数 70 100.0 全体事業所数 83 100.0 全体事業所数 81 100.0

① 41.4 ① 48.2 ① 14.8

② 25.7 ② 14.5 ② 30.9

③ 10.0 ③ 14.5 ③ 13.6

④ 22.9 ④ 22.9 ④ 40.7

① 2.9 ① 4.8 ① 22.2

② 14.3 ② 7.2 ② 29.6

③ 55.7 ③ 61.4 ③ 11.1

④ 27.1 ④ 26.5 ④ 37.0

① 58.6 ① 22.9 ① 17.3

② 20.0 ② 32.5 ② 13.6

③ 1.4 ③ 27.7 ③ 27.2

④ 20.0 ④ 16.9 ④ 42.0

① 57.1 ① 33.7 ① 14.8

② 15.7 ② 44.6 ② 18.5

③ 4.3 ③ 4.8 ③ 22.2

④ 22.9 ④ 16.9 ④ 44.4

① 61.4 ① 42.2 ① 14.8

② 7.1 ② 25.3 ② 12.3

③ 10.0 ③ 12.0 ③ 22.2

④ 21.4 ④ 20.5 ④ 50.6

① 21.4 ① 10.8 ① 9.9

② 24.3 ② 16.9 ② 8.6

③ 25.7 ③ 50.6 ③ 35.8

④ 28.6 ④ 21.7 ④ 45.7

① 47.1 ① 4.8 ① 35.8

② 10.0 ② 20.5 ② 14.8

③ 21.4 ③ 48.2 ③ 9.9

④ 21.4 ④ 26.5 ④ 39.5

① 60.0 ① 3.6 ① 11.1

② 11.4 ② 7.2 ② 13.6

③ 8.6 ③ 63.9 ③ 28.4

④ 20.0 ④ 25.3 ④ 46.9

① 54.3 ① 9.6 ① 12.3

② 15.7 ② 12.0 ② 18.5

③ 8.6 ③ 53.0 ③ 22.2

④ 21.4 ④ 25.3 ④ 46.9

① 1.4 ① 36.1 ① 14.8

② 12.9 ② 20.5 ② 13.6

③ 62.9 ③ 19.3 ③ 25.9

④ 22.9 ④ 24.1 ④ 45.7

① 22.9 ① 19.3 ① 19.8

② 12.9 ② 13.3 ② 23.5

③ 38.6 ③ 43.4 ③ 14.8

④ 25.7 ④ 24.1 ④ 42.0

イ．簡素化包装の
取組状況

ウ．レジ袋削減の
取組状況

ウ．商品仕入れの
通い箱化の使用状
況

食料品小売店 日用品等物品販売店

ア．ばら売り・量
り売りの導入状況

ア．レジ袋削減の
取組状況

カ．電池等の回収
状況

キ．詰め替え容器
入り商品、再生品
の積極的販売状況

キ．商品の修理の
相談受付状況

エ．簡易包装への
取組状況

エ．詰め替え式容
器入り商品、再生
品の積極的販売状
況

オ．売れ残り食品
の削減取組状況

オ．再使用のため
のハンガー等の規
格品かの状況

コ．包装への再生
紙使用状況

サ．レシート等の
再生紙使用状況

サ．余分なチラシ
の削減状況

ク．売れ残り食品
等の堆肥化実施状
況

ク．省エネ、再生
原料使用商品等の
ＰＲ実施状況

ケ．店頭回収の実
施状況

ケ．再生品の積極
的な販売状況

イ．生ごみ堆肥で
育てた野菜の利用
状況

ウ．来客数を予測
した食材仕入れ状
況

エ．使い捨て食器
の使用削減状況

コ．余分なチラシ
の削減状況

カ．食料品仕入れ
時の通い箱化の状
況

イ．生ごみ堆肥で
栽培した野菜の販
売状況

商店街

ケ．調理くず等の
水切りの実施状況

コ．調理くず等の
堆肥化等リサイク
ルの実施状況

サ．レシート等の
再生紙使用状況

飲食店・ﾚｽﾄﾗﾝ

オ．布ふきんの使
用状況

カ．食材仕入れ時
の通い箱化の状況

キ．砂糖壺の使用
状況

ク．食べ残し持ち
帰り容器の準備状
況

ア．食べ残し削減
メニューの工夫状
況
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いつも実践している

十分とは言えないが
実践している

あまり実践していない

まったく実践していない

分からない

無回答

6.7%

55.2%

32.5%

3.5%

0.8%

1.3%

非常に関心がある

ある程度関心がある

あまり関心はない

全く関心はない

無回答

20.3%

64.3%

12.0%

1.1%

2.3%

 
 

京都市内の４つの大学及び「ごみ祭」に参加した大学生375人を対象に実施したアンケート調査（平

成１５年６月～７月）結果の概要を以下に示す。 

 

ごみ問題やリサイクルの取組への関心と具体的な行動の実践 

 
学生のごみ問題やリサイクルの取組への関心（「非常に関心がある」と「ある程度関心がある」を合

わせた回答率）は比較的高いが，同割合に比して行動を実践している人の割合（「いつも実践している」

と「十分とは言えないが実践している」を合わせた回答率）は20％以上低く，実践までには至らない人

が多い。 

 
 
 
 
 
 
 
 
               N=375                N=375 

《ごみ問題やリサイクルの取組への関心》     《行動の実践》 
 

日常的に実践している発生抑制とリユース（再使用）行動 

 
発生抑制とリユース行動として６割以上の実践率（「いつも実践している」と「十分とは言えないが

実践している」を合わせた回答率）であったものは 

■「電気製品や家具等が壊れたら，最初に修理することを考える」（71.2％） 

■「すぐに流行遅れとなったり，飽きたりしそうな物は買わない」（69.6％） 

■「洗剤等詰め替え容器を使用した商品を買う」（68.2％） 

 

日常的に実践しているリサイクル（再生利用）行動 

 
リサイクル行動として実践率（「いつも実践している」と「十分とは言えないが実践している」を合

わせた回答率）が比較的高かったものは 

 ■「空き缶・びん・ペットボトル，小型金属類等を，きちんと分別して，決められたごみの日に出す」

（67.7％） 

 ■「分別収集や店頭・拠点回収に出すびん等の容器は中を洗って出す」（57.8％） 

 ■「古紙や古布を集団回収やちり紙交換に出す」（46.4％） 

 ■「牛乳パック，食品トレイ等を店頭回収や拠点回収に持参する」（45.4％） 
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学生アンケート調査結果の概要 



 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
《日常的に実践している発生抑制と                 《日常的に実践しているリサイクル 

リユース（再使用）行動》                        （再生利用）行動》 
 

利用してみたい発生抑制とリユース（再使用）の取組 

 
「現在利用している取組がある」約34％，

「今後，利用してみたい（「現在利用してい

る」を含んでいる）取組がある」との回答は

約86％であった。 

今後利用してみたい取組として高い回答

を示す。 

■「学生等短期居住者に対する中古品 

情報提供システム」（50.1％） 

■「家電製品，家具，おもちゃ，自 

転車等の修理センター」（49.6％） 

■「まだ使える大型ごみの修理や中 

古品展示プラザ」（48.5％） 

■「生鮮野菜，総菜の量り売りシス 

テム」（44.3％） 

■「牛乳・ジュース・酒・醤油等のリター 

ナブル容器」（40.0％） 

 

 

 

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0 100.0

電気製品や家具等が壊れたら、
最初に修理することを考える

すぐに流行遅れとなったり、
飽きたりしそうな物は買わない

洗剤等詰め替え容器を
使用した商品を買う

食品の買いすぎ、食事の作りすぎを
せず、また、残った食材は使い切る

古着は雑巾にするなど、使えなくなった
物は他の用途で利用する

日用雑貨で包装を断ったり、テープや
帯包装等簡素な包装を依頼する

必要な物の購入のためリサイクルショップや
フリーマーケットを利用する

電気製品や家具等の購入選択時に、
長持ちかどうか修理体制を優先して選ぶ

不要なものは、知人に譲ったり、
バザーに出す

たまに使う物はレンタルを活用する

買い物袋を持参し、レジ袋を
もらわない

不要な物は、フリーマーケットに出したり、
リサイクルショップに売る

使い捨て商品を買わない

不要なダイレクトメールの
受取りを拒否する

トレイ等の不要な包装は
お店に置いてくる

野菜や果物は、ばら売り・皿売り
等包装の少ない物を選ぶ

ビール等はリターナブルびん
（再使用可能なびん）を選ぶ

野菜や果物は、量り売りを
利用する

お酒、ワイン、ミネラルウオーター
等量り売りを利用する

36.0

29.6

38.9

24.5

18.7

13.9

13.9

16.0

12.8

10.7

11.5

11.2

3.2

15.5

8.5

6.4

5.9

1.6

2.1

35.2

40.0

29.3

35.2

34.7

34.7

29.6

25.6

28.5

29.3

26.1

20.3

26.7

12.5

16.8

16.5

10.1

6.1

2.9

いつも実践している 十分とは言えないが
実践している

あまり実践していない

まったく実践していない 分からない

無回答

(%)

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0 100.0

空き缶・びん・ペットボトル、小型金属類等を
きちんと分別して、決められたごみの日に出す

分別収集や店頭・拠点回収に出すびん等の
容器は中を洗って出す

古紙や古布を集団回収や
ちり紙交換に出す

牛乳パック、食品トレイ等の店頭回収や
拠点回収に持参する

再生原料で作られたリサイクル
製品を購入する

プラスチック製容器包装を、きちんと
分別して出す（モデル地区のみ）

使用済みのボタン型電池は
販売店へ返却する

廃食用油（使用済み天ぷら油）を
地域の回収拠点に持参する

生ごみを堆肥化している

44.0

9.3

3.2

いつも実践している
十分とは言えないが
実践している

あまり実践していない

まったく実践していない

分からない

無回答

34.1

26.4

28.3

5.3

13.9

3.5

23.7

23.7

20.0

17.1

29.9

10.1

10.9

3.7

3.7

(%)

注）「利用してみたい」には「利用している」の回答を含んでいる。 

《発生抑制とリユースの取組》 

0 20 40 60 80 100

利用してみたい（利用しているを含む））
取組がある

学生等短期居住者に対する
中古品情報提供システム
家電製品､家具､おもちゃ､
自転車等の修理センター
まだ使える大型ごみの修理や

中古品展示プラザ

生鮮野菜、惣菜の量り売りシステム

牛乳・ｼﾞｭｰｽ・酒・醤油等のﾘﾀｰﾅﾌﾞﾙ容器

生ごみから作った有機堆肥を利用して
農家が生産した京野菜

お酒､ﾜｲﾝ､ﾐﾈﾗﾙｳｫｰﾀｰ等の
量り売りシステム

町家､きもの等の伝統的な物の
再生・修理職人の紹介センター

飲食店での食事内容の事前相談システム

地域や団地における
自転車の共同利用システム

33.9

5.3

16.3

6.7

4.8

10.9

3.2

4.5

1.3

2.4

2.4

86.4

50.1

49.6

48.5

44.3

40.0

39.5

37.6

29.1

26.7

25.3

(%)

利用している取組

利用してみたい取組
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京都市内の観光地等（ＪＲ京都駅，嵐山周辺，清水寺周辺，銀閣寺周辺）で，京都市外から京都市へ

来られた方（以下「入洛客」という。）478人を対象に，聴き取りにより実施したアンケート調査（平成

１５年８月）結果の概要を以下に示す。 

 

繁華街や観光地の『まち美化』について 

 
散乱ごみ等『まちの美化』についての印

象は，ＪＲ京都駅周辺では「きれい」が約

47％，観光地全体では「きれい」が約63％

であった。 

 
 

 
 

 

京都市内のごみの分別（リサイクル）について 

 

京都市内でごみ箱にごみを捨てようとした時に，分別が進ん

だまちと感じるかどうかについて，進んでいる（「進んでいる」

と「やや進んでいる」を合わせた回答率）との回答は約17％で

あった。 

 

                              

 
 

ホテルや旅館の環境問題への取組について 

 
市内ホテルや旅館への宿泊者はホテルや旅館の環境問題への取組状況について進んでいる（「進んで

いる」と「やや進んでいる」を合わせた回答率）と印象を持った人が約18％であった。その理由として

は「シャンプー，リンス等が小さなボトルではなく，ノズルを押すと１回分の使用量が出るボトルを置

いている。」が最も多く，次いで「適切な種類や量のアメニティグッズを置いている」となっていた。 

また，宿泊者自身について，ホテルや旅館に連泊時のタオル類の交換を尋ねられた場合ホテルや旅館

側のタオル交換の抑制を受け入れる意向（タオル交換を「断る」と「タオルの汚れ状況を見て判断する」

を合わせた回答率）は約35％であった。 

 

 
 
 
 
 
 

進んでいる

やや進んでいる

ふつう

やや遅れている

遅れている

わからない

無回答

8.6%

8.6%

19.9%

9.2%

9.8%

42.7%

1.2%

《繁華街や観光地のまち美化》 

《市内のごみ分別（リサイクル）》 

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0 100.0

JR京都駅周辺

観光地全体

きれい

ややきれい

ふつう

やや汚れている
汚れている わからない

47.4

62.5

17.9

18.0

(%)
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入洛客アンケート調査結果の概要 



 

 

0 10 20 30 40 50

シャンプー、リンス等がノズルを押すと
１回分の使用量が出るボトルである

適切な種類や量のアメニティグッズを
置いている

環境に配慮したホテルや
旅館であることを宣言している

食事のご飯が大盛りや小盛りなど
食欲に応じて選べる

宿泊客に対して、タオル交換希望を
尋ねる表示がある

ロビーや客室にびん・缶等の分別用の
ごみ箱を置いている

トイレットペーパー、パンフレット、ボールペン等に
再生品を使用している

夜の食事がお客の年齢に応じたメニューで
あるなど、食べ残しが少なくなるよう工夫している

アメニティグッズが有料である

割り箸でなく、繰り返し
使える箸を使っている

食事のメニューの事前相談による宿泊客の
好みにあった適量の食事の提供

その他

無回答

45.2

35.5

29.0

16.1

12.9

12.9

9.7

6.5

3.2

0.0

0.0

6.5

12.9

(％)
（母数：「進んでいる」「やや進んでいる」と回答した31人）

進んでいる

やや進んでいる

ふつう

やや遅れている

遅れている

わからない

無回答

6.7%

9.0%

12.3%

3.1%

4.4%

63.4%

1.1%

 
 
 
 
                        
                   
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

お土産の包装について 

 
お土産の包装について約46％が「適正である」と回答してい

た。 

 

 

京都市の循環型社会形成に向けた取組について 

 
京都市の循環型社会形成に向けた取組について進んでいるイ

メージを持っている人（「進んでいる」と「やや進んでいる」を

合わせた回答率）が約16％で，その理由としては「ＣＯＰⅢの開

催都市」や「市民による門前清掃」等が多くなっていた。 

しかし，『京都市の循環型社会形成に向けた取組』について「わ

からない」が６割以上を占めていた。 

 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 

進んでいる

やや進んでいる

ふつう

やや遅れている

遅れている

わからない

無回答

7.6%

10.5%

22.8%

1.8%

9.9%

41.5%

5.9%

断る

タオルの汚れ状況を見て
判断する

断らない

無回答

14.6%

20.7%
58.2%

6.5%

《ホテルや旅館の環境問題への取組》 

《進んでいる及びやや進んでいると感じた理由（複数回答）》 

《連泊時のタオル交換》 過剰である

やや過剰である

適正である

やや簡素すぎる

簡素すぎる

土産は買っていない

無回答

7.7%

13.2%

46.0%

0.2%

0.2%

31.6%

1.1%

《お土産の包装》 

《京都市の循環型社会形成に向けた取組》 
0 5 10 15 20

ＣＯＰⅢの開催都市

市民による門前清掃

分別収集の品目数

環境に対する市民グループの
自主的な取組

市民の質素な生活

ﾊﾞｲｵ・ﾃﾞｨｰｾﾞﾙ燃料による
ごみ収集車の運行

ごみ問題へ市民・事業者・
行政が連携した取組

生ごみからのﾊﾞｲｵｶﾞｽの製造

環境教育・学習

環境ﾋﾞｼﾞﾈｽに取り組む企業

ごみ問題への周辺都市
との連携

廃棄物問題に取り組む大学

家庭ごみの無料収集

ＫＥＳ・環境ﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄｼｽﾃﾑ
・ｽﾀﾝﾀﾞｰﾄﾞ

何となく

その他

6.5

5.9

4.0

3.6

2.1

1.5

1.5

1.3

1.3

1.3

1.0

1.0

0.8

0.8

3.1

2.9

(%)
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●まち美化事務所  

ごみの収集運搬等に関する業務を行うため，各行政区を担当する１１のまち美化事務所を設置してい

る。事務所は，所管区域内の定期ごみ・缶・びん・ペットボトルの収集，運搬，不法投棄・ボランティ

アごみの対応のほか，市民のまちの美化に関する意識の啓発，ごみの処理方法等についての相談，美化

推進条例に基づく自動販売機届出の受理及びこれに関する調査・指導を行っている。 

 

●市民美化センター 

 大型ごみ・一時多量ごみ，犬，猫等の死体，不法投棄物，美化推進強化区域の回収容器，街頭ごみ容

器，集積された散乱ごみなどの収集，運搬を行うほか，まちの美化に関する意識の啓発を行っている。 

 また，環境局所轄車両の整備等を行っている。 

 

●クリーンセンター 

 東北部クリーンセンター・西部クリーンセンター・東部クリーンセンター・南部クリーンセンター第

一工場・南部クリーンセンター第二工場の５施設がある。なお，東北部・東部・南部クリーンセンター

では可燃ごみの持込みを受け付けている。 

 

●埋立事業管理事務所（東部山間埋立処分地〈エコランド音羽の杜〉内） 

 不燃物やクリーンセンターから排出される焼却残灰を処分する埋立地の管理のために埋立事業管理

事務所が置かれている。また，持込みによるガレキ等の受付，処分もここで行っている。 

 

●京都市南部資源リサイクルセンター（京都市横大路福祉工場） 

 容器包装リサイクル法の施行に伴う中間処理施設として，缶，びん，ペットボトルの選別，圧縮等の

再資源化処理を行っている。 

 なお，本施設は知的障害者福祉工場として，社会福祉法人京都国際社会福祉協力会へ運営を委託して

いる。 

 

●京都市横大路学園 

 知的障害者授産施設として，社会福祉法人京都国際社会福祉協力会が運営し，本市が分別収集する缶，

びん，ペットボトルの選別，圧縮等の再資源化処理を行っている。 

 

● 京都市環境保全活動センター(京エコロジーセンター) 

地球温暖化防止京都（COP3）を記念し,身近なごみ問題から地球規模の環境問題を解決するため,幅広

い視点に立った市民の「環境意識」の定着を図り,環境にやさしい活動の輪を広げていくための拠点施

設として活動を行っている。 

 

施設等の概要 
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《処理施設等一覧》 

 

１ 再資源化施設 

施 設 名 京都市横大路学園 
京都市南部資源リサ

イクルセンター 

京都市北部資源リサ

イクルセンター 

竣  工 昭 62.3 平 11.3 
建設中 

(平 18 竣工予定) 

処理能力 15t/日 60t/日 40t/日 

 

 

２ 焼却施設 

南部クリーンセンター 施 設 名 
北部クリー

ンセンター

西部クリー

ンセンター 

東部クリー

ンセンター 第一工場 第二工場 

東 北 部 ク

リ ー ン セ

ンター 

竣 工 

建替中(平

18 竣工予

定) 

昭 46.11 昭 55.9 昭 61.6 昭 50.7 平 13.3 

処理能力 
400t/日 

(200t×2)

600t/日 

(300t×2) 

600t/日 

(200t×3)

600t/日

(300t×2)

600t/日 

(200t×3) 

700t/日 

(350t×2)

発電 8,500kW － 4,000kW×2 8,000kW － 15,000kW

余熱 

利用 
給熱 

所内給湯 

暖房 

所内給湯 

暖房 

所内給湯, 

冷暖房, 

温水プール

等への供給

所内給湯,

暖房, 

体育館へ

の供給 

所内給湯 

暖房 

所内給湯,

暖房 

 

 

３ 破砕施設 

施 設 名 東部クリーンセンター 南部クリーンセンター 東北部クリーンセンター

竣 工 昭 55.9 昭 48.1 平 13.3 

型  式 回転式 せん断式 回転式 ２軸せん断式 

分別設備 磁選機 磁選機 磁選機 

処理能力 120t/6 時間 
96t/6 時間 

(48t×2) 
240t/6 時間 80t/6 時間(40t×2) 

 

 

４ 最終処分地 

施 設 名 
東部山間埋立処分地 

(エコランド音羽の杜) 
大阪湾圏域広域処分場 

竣 工 平 11.11 平 2.1 

埋立地面積 約 240,000 ㎡  

全体容量 約 4,500,000 ㎥ （京都市割当分）約 129,000 ㎥
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(1) 比較検討した廃棄物管理システムの対象ケースの設定内容 

種類 各案で共通の条件 検討した選択肢 1 2A 2B 3A 3B 4 5

①焼却 ○ ○ ○ ○

＋ ②機械選別しバイオガス化 ○ ○

③分別収集しバイオガス化 ○

①焼却 ○ ○ ○ ○ ○

＋

①焼却 ○

＋
②容器包装プラスチックのみ
を分別収集し広域リサイクル

○ ○ ○ ○

③商品類も含めプラスチック
全部を分別収集し市内利用

○ ○

プラス
チック

ペットボトル：分別回
収
トレイ：民間回収の促
進

②その他紙製容器包装を分別
収集し広域リサイクル

比較評価したシステムの構成

○ ○

家庭や地域コミュニ
ティ単位での堆肥化等
の自主的取組を支援

厨芥

紙

新聞、雑誌、ダンボー
ル：民間回収
紙パック：拠点回収等
を促進

 
※ 缶・びん・ペットボトル及び小型金属の分別収集は現状のとおりとし，上記取組を経てなお排出されるごみについて 

は焼却することを想定。 

 
《各ケースのイメージ》 

 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 

廃棄物管理システムのLCAによる検討 
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(2) ＬＣＡの考え方・手法による環境負荷量の算定・評価結果 

○ 分析対象としたごみ管理システム

の運用に伴う年間の環境負荷量を

一定の前提のもとに計算しました。 

○ 計算された環境負荷量を，環境問

題毎に日本全国の総環境負荷量で

割った後，環境問題別に政策目標

の達成度で重み付けしました。 
○ 右のグラフは，この重み付け方法

により，日本全国の現在の環境負

荷量を 1 とした場合に分析対象シ

ステムの環境負荷量の大きさがど

の程度となるかを表した試算です。 
 
 

 
【各ケースの環境負荷量を統合的に評価した結果〔試算〕】   

 

 

 

 

《参考：各ケースの特徴》 
 

3 大幅に
増加

2

0 現状程度

低 高

大 小【ごみ焼却量】

【リサイクル率】

【

分
別
品
目
増
加
数
】

1

【

概
算
年
間
収
集
費
用
】 ケース１

ケース２Ａ ケース２Ｂ

ケース４

ケース５

ケース３Ａ ケース３Ｂ

 

ケース１：効率的な処理の重視・

サーマルリサイクル徹底型 
ケース２Ａ：京都市の費用負担で

収集した資源を民間でリサイクル 
ケース３Ａ：京都市が収集した資

源を自ら利用して処理コスト低減 
ケース４：分別収集を更に拡大 
ケース５：市民の協力により厨芥

(生ごみ)も分別収集し焼却量削減 
ケース２Ｂ，３Ｂ：収集費用を抑

えつつバイオマス利用，焼却量削減 
 

(3) 検討結果のまとめ 

 

【プラスチックの分別・リサイクルについて】 

✔ プラスチックの分別・リサイクルは二酸化炭素の排出削減に効果が大きい。 

✔ 容器包装リサイクル法指定法人ルート(高炉還元)と市内利用（灰溶融施設燃料）を比較すると，一長一短がある。二酸

化炭素の削減では高炉還元が有利であるが，市内利用では石炭より資源埋蔵量・耐用年数の少ない天然ガスが節約

される。指定法人ルートはリサイクル施設までの自動車輸送距離が長い場合に大気汚染物質排出量増大の恐れがある

ほか，現状では最終的な埋立処分量が低減されない。 

✔ 市内利用の場合，容器包装のみならず，プラスチック全般を対象にできるため，より多くの量を分別収集でき，かつ，分別

排出する市民にとっても分かりやすい。一方，指定法人ルートでは費用の一部を容器包装の製造・利用事業者が負担す

るため，容器包装の軽量化等の効果が期待できる。（この違いはリサイクルの技術自体の違いではなく，制度面の違いによ

るものである。） 

✔ 各種の環境負荷を総合的にみると，市内での灰溶融施設燃料利用は，ケース１（基準ケース）に比べて，リサイクルにより

デメリットとなる面が少なく，メリットとなる面の多い手法である。 

 

【機械選別－バイオガス化について】 

✔ 機械選別－バイオガス化により，分別収集コストを抑えながらごみの焼却量を減らすことができる。また，機械選別・バイオ

ガス排水処理過程の電力消費低減や燃料電池等のバイオガスの高効率利用技術の導入により，システム全体の環境

負荷削減が期待できる。よって，本過程を組み込んだシステムを選択する場合には，関連技術に係る今後の技術開発と

検証が求められる。 

 

【まとめ】 

✔ 以上を総合すると，現在までにえられた知見からみて，環境負荷量の観点ではケース３A又は３B が相対的にすぐれている

と考えられる。 

✔ 今後，本計画の推進に当たってＬＣＡを活用していくためには，ＬＣＡ手法の発展に加え，基礎データの蓄積が重要と考え

られる。

目
盛
り
は
日
本
全
国
に
対
す
る
割
合 

各ケースの特徴に注目するために，ケース 1を基準(ゼロ)

として，各ケースの増減に着目してみると… 
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ごみ減量推進会議の
取組促進

ごみ減量促進のための
地域リーダーの養成

関係諸団体の協働
による取組の強化

マイバッグキャンペーンや
無包装・簡易包装運動
の強化・定着

２R型エコタウン（発生抑
制・再使用を重視した
エコタウン）の構築

祭など催し物の
エコ化

ごみを出さない消費行
動（グリーンコンシュー
マー行動）の実践

総合学習への組み込みの検討

京エコロジーセンターを核とする地域の環境学習のための場の創造

環境学習ネットワークの拡大

会社やイベント等における研修会の開催

区役所と連携を図った普及啓発活動実施の検討

イベント等におけるごみの分別等の体験学習の実施

地域ごみ減量推進会議の設立促進

地域特性に配慮した自主的かつ多様な目標の設定と取組の推進

市民向けごみ減量実践講座の充実

秘密書類リサイクル事業の促進

ごみ減量に取り組む事業者向け情報流通体制の整備

簡易包装推進キャンペーンの実施，促進

廃食用油の回収拠点拡大

地域活動の核となるリーダーの養成・支援

ごみ減量推進会議，京のアジェンダ２１フォーラム，その他ごみ問題に取り組む市民・市
民団体・ＮＰＯ・事業者・学生等との協働による取組強化とその支援

エコ商店街の実現

リターナブル容器システムの整備（店頭回収の活用）

サービス業版ＫＥＳにおける環境にやさしい旅館・ホテル等の認証

修理体制の充実

広域化も視野に入れたリユース情報ネットワークの構築

循環ビジネスの事業化支援の検討

食の循環システムの構築

「イベントグリーン要綱」の制定　など

「京都市エコライフチャレンジ（環境家計簿）」の活用

グリーン購入の促進

買い物袋の持参

フリーマーケットの利用促進

修理・修繕による「もの」の長期使用

分別収集・集団回収・店頭回収・拠点回収への参加・協力

分別マナーの徹底

コーディネート機能・体制の確立

環

境

教

育

・
環

境

学

習

の
充

実

市

民

，

事

業

者

に

よ

る

主

体

的

活

動

の

推

進

・

支

援

発

生

抑

制

・

再

使

用

を

重

視

し

た

ま

ち

づ

く

り

市

民

に

よ

る

自

主

的

取

組

活動のための場の紹介・斡旋

“循環の匠”制度の検討

エコクッキングの実践

レンタル・リースの利用促進

リサイクルの促進

地域ごみ減量推進会議
の役割強化

フリーマーケットの推進

自家処理可能な家庭での厨芥類の堆肥化

市民のごみ減量を促す
事業者の取組の促進

長寿命製品の開発

使用済み製品のリサイクル体制の構築

製品情報の公開　など

学校・地域・事業所等への「出前講師」の派遣

教育委員会と連携を図った環境教材の開発等

ＫＥＳ学校版の推進

環境教育の充実

環境学習機会の拡大

上流対策に重点を置いたごみ減量化の促進

本計画の施策等一覧 

：重点施策 
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事業者によるごみ減量
相談窓口の設置と啓発

KES・ISO14001の取得
の促進

環境にやさしい事業活
動（グリーンカンパニー
行動）の実践

環境会計の導入促進

環境問題に関する社員研修の実施

ペーパーレス化の推進

グリーン調達の促進

食材や原材料の効率的利用の促進

レンタルやリースの利用促進

分別排出の徹底（紙類・容器包装類）

梱包材の通い箱化の促進

環境報告書の作成・公表

リターナブル容器の使用促進
業種別の団体単位等での
「ごみ減量・リサイクル
行動計画」の策定

業界ごとのトップランナー企業の取組紹介

食品リサイクル法・建設リサイクル法などの周知・ 徹底

分別・リサイクルに伴うコスト発生に関する啓発

KES・ISO14001認証取得を目指す企業に対する情報提供等の支援

業界別自主行動計画の実施・成果に対する支援

事業系ごみの実態把握と業界別リサイクル情報等の発信

環境にやさしい事業活
動の支援

ごみ分別に対するインセンティブ（動機付け）が働くような搬入料金の設定

透明指定袋制導入による適正排出の推進

より効率的・効果的な収集運搬制度の検討

排出事業者のごみ減量意識を向上させる取組の検討

受け皿を整備したうえでの告示産廃の受入停止の検討

処理原価に応じた搬入料金の設定（搬入手数料の見直し）

事業系ごみに関する
制度の見直し

再資源化促進のための民間における受け皿把握と民間への誘導

民間における再資源化のための受け皿整備の支援・促進

事業系ごみ中の缶・びん・ペットボトルなどの市施設への受入の検討

オフィス町内会など古紙再資源化のための仕組みづくりの検討

減量計画書の評価の事業者へのフィードバックの検討

減量計画書に基づく
本市の管理・指導体制
の強化

事業所に対する立入調査・指導の仕組みの構築

減量計画書の対象事業所の拡大

減量計画書の公表・優良事業者に対する表彰などの仕組み

再資源化促進のための
仕組みづくり

事

業

者

に

よ

る

自

主

的

取

組

事

業

者

の

ご

み

減

量

化

を

促

す

行

政

の

取

組

グリーンページ（総合環
境情報誌）の作成

リサイクルを促進するた
めの行動の支援

家庭ごみの収集・処理
コスト負担のあり方の
検討

家

庭

系

ご

み

減

量

を

促

す

行

政

の

取

組

環境配慮型店舗・グリーン購入可能店舗ガイド

製品選択ガイド

リユース情報ネットワーク

ごみの出し方・処理原価等の行政情報

有害物・危険物の適正処理に関する情報

セミナー・講習会等の案内

個人やグループのごみ減量活動への支援情報

マンショ ン，アパートなどの管理人を通じたごみ分別情報の提供

資源有効利用促進法及び家電リサイクル法などの各種リサイクル法の周知･対応

新しい集団回収の取組（コミュニティ回収制度）の普及・促進

市内転入者に対する分別情報の提供

リサイクル・リペアショ ップの案内

ごみを出さない消費行
動の支援

「京都環境賞」制度の普及

「京都市エコライフチャレンジ（環境家計簿）」の活用促進

製造から流通，廃棄に至る環境負荷の低減



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ：重点施策 
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分別・リサイクルの拡大 

計画の進捗管理 

環境負荷の少ない廃棄物管理システムの構築と
まちの美化 

：重点施策 

分別・リサイクルの拡大 

計画の進捗管理 

環境負荷の少ない廃棄物管理システムの構築と
まちの美化 

：重点施策 
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：重点施策

分別・リサイクルの拡大 

計画の進捗管理 

環境負荷の少ない廃棄物管理システムの構築と
まちの美化 
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市
民
の
分
別
・
リ
サ
イ
ク
ル

機

会

の

拡

大

有
害
物
・
危
険
物
へ
の
対
応

家

庭

系

ご

み

の

分

別

品

目

の

拡

大

缶・びん・ペットボトルの
分別収集のあり方の検討

その他プラスチック製容器
包装の分別収集の全市拡大

透明指定袋制の導入による
適正排出・分別排出の促進

その他の分別収集品目拡大
に向けた検討

　本格的な全市収集への移行

　将来的に灰溶融施設の燃料としての活用も視野に入れた再資源化手法の検討

　多様な分別手法及び機会の提供

　その他紙製容器包装・厨芥類の再資源化・エネルギー回収に向けた検討

　家電４品目・自動車・パソコンの法制度に基づくリサイクルルートへの誘導

　小型金属類の分別収集の定着

　古紙・廃食用油・古布・トレイ・二次電池・紙パック・乾電池の民間回収・
　拠点回収の促進

新しい集団回収の取組（コミュニ
ティ回収制度）の普及・促進

地域の身近な回収拠点としての
店舗・商店街・公共施設等の機能

の拡充・強化

地域コミュニティ単位で取り組
まれている堆肥化など自主的取
組に対する支援策の検討

資源化可能物（カセットボンベ，スプレー缶など）の分別・リサイクルの検討

事業者と行政が連携をはかった適正な回収ルートの整備の検討

有害性の高いものについて，回収ルートが確保されるまでの一時回収の検討

有害物・危険物の
管理システムの検討

有害物・危険物の民間回収
ルートの把握と情報発信

　再使用可能な大型ごみの有効活用の検討

国や関係業界等への回収ルート
確立に向けた働きかけ

資
源
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推

進
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構

築

ＬＣＡを活用した廃棄物管理
システムの選択

地域における環境学習の場として
の施設整備の推進

廃棄物管理システムの整備計画
の推進

（平成１６年～２７年）

バイオマスの利活用に向けた
取組の推進

　家庭系厨芥類等のバイオガス化施設（次期クリーンセンターと併設）の整備

  魚アラリサイクルセンターの建替

バイオマス利活用の促進・普及に
向けた国等への働きかけ

災害廃棄物処理実践
行動マニュアルの策定

　災害廃棄物の仮置き場・機材の確保

　災害時における分別リサイクル体制の整備

　民間及び周辺自治体との協力体制の確立と災害時における連携

　災害時における有害廃棄物への対応

パートナーシップによる
まちの美化推進 　まちの美化住民協定制度の推進

　門掃き・町内清掃の推進

　友・遊・美化パスポート事業の推進

　観光地・繁華街での清掃活動の推進

 廃食用油燃料化プラントの建設・運営

災害時に備えた施設機能の充実

ごみ容器・回収容器の整備充実

ごみのポイ捨て防止・
美化啓発の推進

関連機関との連携による
不法投棄対策の推進

　「世界の京都・まちの美化市民総行動」の推進

施設整備に際してのＰＦＩ等の民間
活力導入についての検討

北部クリーンセンター整備に伴う再資源化施設の併設

その他プラスチック製容器包装関連再資源化施設の整備

西部クリーンセンター（廃止・建替等の検討）

南部クリーンセンター第一工場の改修

南部クリーンセンター第二工場（廃止・建替等の検討）

北部クリーンセンターの整備

次期クリーンセンターの整備

東部クリーンセンター（廃止・建替等の検討）

焼却灰溶融施設の整備

計

画

の

進

捗

管

理

計画の進捗管理体制の確立
進捗のチェック体制の確立

進捗状況の市民への積極的な公表

行動計画（アクションプラン）
の策定

廃棄物に関する調査研究の充実

計画の周知




